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パルス強磁場はこれまでに多くの物性を明らかに してきたが､この磁場に伴 う磁場勾配

も極めて大 きなもので､これを用いた系統的な研究はほとんどなされていない｡一方､磁

場の生物学的応用も研究が進んでいるが､この分野では､磁場だけでなく､磁場勾配がか

なり重要であるとの話題 もある｡そこでわれわれは､磁場勾配研究の手始めとして､パル

ス磁場勾配中に置かれた常磁性や反磁性の固体や液体の振舞いの基礎解析 と実験を行なっ

た｡

磁場勾配中の磁性休 (休積帯磁率 x)は､F=xH(dH/dz)の力を受ける｡ここでは､パル

スマグネ ットの中心軸上で引っ張 られる方向を Zとし､磁場波形は､ sin (Jtに比例する

と考える｡磁場印加による試料の運動はF-m'Z.(m-pV､ p. Vは試料の密度.体積)を解

けば､右の図 1のようにな り､パルス磁場の終わるt-'[/Wには速度 ;-a7E/ 2W､移

動距離 Z-a7t2/ 4u 2を得る (a-axH｡2 /p､ II

H｡:最高磁場､a:勾配の係数)｡われわれは､阪大強磁 fl(I.I)=H(I)sinut

場のパルス条件では速度がcm/Sのオーダーになることに 0

着目し､これを固体の試料について測定 した｡ 具体的 Z

には､数 gの結晶試料をバネの下に吊しこれを力 Fが最

大 となる場所 に置いた｡磁場印加により､試料は速度;を

持ち単振動を始め､その振幅は速度に比例する｡単振動

(周期 0.5秒程度)の様子はビデオカメラにより観測 し

た｡測定例 として､塩化マ ンガン (冗-1.6×10~4enu/cc.

p=2.0g/cc)､硫酸銅 (x=1.4×10~S emu/cc.p=2.3

蛋/cc)の場合を図2に示すが､磁場の2乗によく乗っ

ているのがわかる｡また､薄い容器にいれたベンゼンで

0 Thd /- t

は､反磁性のため押 し返されたのが観測された｡ 0 % t

実験 に用いたパルスマグネ ッ トはパルス幅が短か く図 1･磁場勾配中の磁性休の運動

(u～104)､ また振幅の測定精度 も悪いために
A

10-6 emu/cc程度が感度限界であるが､別途計 【cm'5

画中のパルス幅の長いマグネ ット (u～ 5)を 4

3

用い､光学的な変位の精密測定を行なえば10~ll

e巾u/cc以上の測定感度が期待できる｡この感度

を得るためには､容器等の反磁性を打ち消すた

めのブ リッジバランス等を検討する必要がある｡

なお測定に協力してくれた寺尾達朗君に感謝

します｡ -43-
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図2.単振動の振幅の磁場依存性


